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木材の乾燥機構に闘する研究

(第 1報〉 表面蒸後j湿度及水分傍導度 と

板の厚さとの関係

;~林技'官 小 倉 武夫

1.緒 百

木材乾燥の研究目的の一つは各樹程に謝する設も泊岱なスケジューノレを決定するととにあ

る 。 との震には木材の乾燥機械に闘係ある性質を究明 し主主 ければ左らないが、 此の性質は各組

依件下に於ける表而よりの茶殻速度と内部水分の移動とにj;:{)jlj して考える事が/"1 1米る。此等の

中表面よりの蒸琵速度は単位時lI'd f亡 、 単位面積より減少した水分量 [g/cm2 hJ から容易 i'l:::1//:

1+11 されるが、 内部水分の移動量は一般K熱f主導率と同信去に 、 単位町誌に於いてi日離 1 cm ， 合水

率義 1 %の底を移動した水分景、印ち蹴散係1tít: ﾀ [g/ cm. h. .%)で・現わされる 。 とれは E.:;ner

氏が行った様に水分分布の時I :D的鑓化から求め られるが、同一資料から乙 の水分分布の鑓化を

測定するととは 1:1 11米歩、 iJllJ定数1i立に正確を期するととも H II米泣いので 、 貫際にはとの測定に多

大の困難を件う 。 従って筆者1'Ì 7J'\.分停導度とい う係数でソk分移動の返速、 自!l ち難易を現わさん

と E式みているのである 。

今後更 f"C7J，分糾;部位と担ti散係1設との閥係を |別らかにすると共J亡 、 各種4条件に到する恭殻速度

及7J，う刊写導度等を求めて 、 スケジユ{ル決定の基礎とするニ像どであるが、 との耐 if. は恨令外界

僚件や樹屈が同じでるって.も、械のj豆さ によって影響をう け るものと考え られるので 、 先十第

ーに之等の I:\ Jの l鍋係を l円らかにし左ければなら ないと思考する 。 そとでとの需の簡ïil~1t験を

試み、 二三の結県を得たので・主主1乙護表する 。

本質E告は東京大事j長号各部堅生1宇津木最君の努を蝋わ したもので、 同君K謝意を表す。

II. 水分傷導度の意義

先十熱の伴導の場合と 同様に合ïK率に差のある底では必十ノ'J，分の移動が行われるもの と似I

し、 dx の距離に必け る合水率差 du ;3>; の庭を dt 時川内 lと妨 11歯|の立方踏に蓄砧される水分

量をちjミめる 。

今草位商f責に於いて、合ノK~容の差 1 5ぢある庭を単位/1寺I :\JV亡 、 単位距難だけ移動する水分の量を

鎖散係数 A とすれば、 立方憾の左側より dt 時間内に入って来る水分量 dm l は
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である 。 次K立ブUllt'lの ，( i mù1'L 於ける合ノk察の ftfi斜は

。fθuì
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dm =ﾀ A ~:!lt. dx ・ ・ー ........( 3) 
dt âx~ 

とな る。

又 dt J時tfl J内 1[. と l l'L蓄砧 さ れたノk分量 dm と合JJ，率 du '}む と の!制係は

dm=du. V;・....IQ_ ・ ・・ ・…・ … ..... . . ..…・ ・ ・・・… ・ …・・ ・ ……… ・( 4 ) 
v 100 

但し ~ 70 絶乾比重

I vo : 絶乾時の惜積

であるから 、 単位時間の蓄積水分量は

Jfnt=iL  AE竺dx ・…・…・ ・・ …………-…・ ー …・・ ・ 一・( 5 ) 
dt 100 '~ � 

で争る 。

縦つt �u 100 ﾀ �2u ~~ fPu 
一一=一一一一一一 -= K一一一・・… ….. ...… - ・ 一 ・ ー ー・ ( 6 ) �t 70 ﾓX2 .~ 禮2 

{Ll し ( ， r,. ..-\__ I.!，~ I : ，I"'~ J-:1': .，! '~/. r I! l 
J ﾀ :水分拙散係数 | 一ーーで --ァ |
<; L cm. n. .% J 

l 70 :品邑乾比艮

となり、 Fourier 氏の熱仰導の方程式と I ， ;J じものが得られ、 との解法は li~'J ~，nの ものである。

自印Hち板の!厚￥さを s cm (伺貴!

を u仇0 F%Uι，任意の時刻κ於ける合水至率苓を u 9";，且 u= U """ uυ とし限界保子10として次の三つを

考えて、

x == o に於いて

x=s I'L於いて

t =0 I'L於いて

u=o . z'. e. u = uυ 1 

u=o ,z'. e. u = uu …………………… ( 7 ) 

U= UiJ - U~ ! 

ζ の4、I'YJ IJ f'仰を求めると
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/ π \2 Kt 
Ij ( UI ,- U ,, ) ~ 1 -n-¥ s ) 
一一二一一一之J e 、 d ノ szn 一一一 一一 . .. . .( 8) 
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担し 12 奇数

となる。との式は t 時11\1 fL於ける或拙 (x) IC 於け る合水率を興えているが、 t が少 し く大きな

111'(になると 、 との級13Lの第 2 項以下は甚だ小さくなるので、之をヰ寄附すれば
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次 IC或fI 手11 \1 t fて 於け る千均合JI'\~ を M川 %とすれば
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従ってとの式から 、 強め告弓?と ( : ì と町111線開いて州ば、 t 時l(rJ附け るヱi王
¥. 2 ) 

ιj合7Í\.率 Um を'iJl院するだけで、 S 及 t は航釦附j知知11庁であるか川ら払、 材のか例叫司中lド1

〉求Rめる事が!向t叫1叫予列1<: る 。

100.ﾀ 
今Kの意味を考察してみると 、 式 ( 6) I亡於いて 1r-EK

r T 2 寸 r ，.叫，，~ l 

と置いたもので、特に水分イヰ導度と 11加し、その ヂメンシヨンは 1 ;- 1 叉は \ ~.'三 | であ

り 、 損散係数とは明らかにl~{)j IJ されるべきものである 。 À のが[は合水率により相注する'i'1 ，'fJ"の

ものである事は飢;1'[.' Hawley 氏により H呂えられ、 Egner 氏によっても賃設されている。従っ

てとのKのf山も合ノ'1'\擦によ り 見るととになるのであるが、 J二記方程式を解いてKを)jとめた場合

には 、 とれは常陀ー主cの教官I'îたるべき性質のものであって 、 Kollmann 氏はK=-.!:.ー ご として 、
70 t:; 

ξ を未だ性絡は分らないが、 A と同様に合7k率に影1虫?をうけるべき閃子と宥倣 し、 Kは一定の
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数:似たるべきものと郁している 。 斯?隊左足鮒は今後の研究に諮るものとして、兎に角 Kで以て水

分移動の羽u立を示す事は /"H来ょう 。 Kの官j~Î.を強め知れば、 式( 8 )叉は( 9) Iと よりその時に

於ける水分分布を 、 叉式(10) に依って時々刻々の平均合ノJ(1:f~ Um  'J{;" 、 換言すれば、所・定の合

7J~率迄K蛇泌するためのrvi"~時It\l等 を夕、11 る事[が ~I'，来る 。

1n し乍ら水分1Jh(導度Kを求める過程から明らかで・ある様t亡、 との値は同一材料でも その厚さ

により影特をうけるととは容易に想像される底で、 厚:さ と Kと の 11\1に何かlfXる一定の|羽係がな

ければ、 求めたKの意味は極めて制限されるとと L 怠るのである 。 従つで之等を rlJ)らかにする

ため次の寅験を試みた。

III. 費験方法

賀誠装置外界の僚件を常I乙一定にする必要」γ|回目ltITi然株を川い、 ml度 450C ， 関係協度 50，%

K於いて質験した。

試駿材. 粒J極はブナ材、 紅白木取りとし、 寸法は 4cm :: 7 cm; )早さ を 0.2 ， 0.5 , 0 . 8 及び

1. 1cm の 4 極類とし、イ'A試)"1の数は夫々 4~5 枚宛である 。

水分蒸費回は1111.諭式の臨nu二、 板の」て 、 下聞のみにと Y めるために、期の様に板の厚さを比

較的)tlí. くして側而積その も のを小さくすると共|亡、側面には JJ~素系樹脂をj治不ri して、 との問ーよ

りの蒸護を問止した。

重量の測定は 11時I Il1合止に行い、而 も恒iffll'l豆i糸器内で秤?をするのを迎想とするが、 装置の都合

_I-.とれが賞施11 11来十、 供試);-を取り /-1 11 して秤量した。 重量が饗化しなくなった時にはその外界

僚件に針する2門店~合水率に到達したととになるから 、 賀l険を格了し、 絶~~l[:重量を求めて、 夫々

の合7k~容を第( /+11 した 。 ‘ 
IV. 賞験結果及考察

各1J[，:i].i-Ui-の最初の含7)\率に多少の相違はあったが、 y[lJlむ結洪の1:1 1各)手さの一例を示せば

第2 岡の虫[ [ くである 。

第 2 殴| 測 定結~の- fijl) 
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ょう 。

凡てのjJ\I)完結果から交問蒸殻速度及水分何導度と厚さとの開係を求め 、 若干 の 考察を試み

(A) 表商蒸殻辿度

表商より の悲殻量はその合7)'(率の低下と共に減少する :rJ'f. は nn らかで‘あ るが、 更に之等の開係

を詳らかにするために次の方法を川いた。

・ 耳!是で示 された測定1il~I と H寺1m と の関係を王子十丹な 曲線で紡び、 と の f均株J-.の所定時刻 l亡於げる

接線より減少長 (蒸的) ムw を求め、上下の表而積 Acm~ f亡 て除 した官ほ搬速度-ff-

第 1 表 jJ{I)主i請けミの一例

賀験者干枕 No.6 )早さ; 5.1 mm  

表 面杭 7 .Ocm x 4 . 0cm = 28.0cm2 絶乾重量 防も= 8. 10g .

l時 11¥) I 霊 長 | 合 水 率 | 減少重量 I ，1.持費速度
(h) I (g) I (%) I ムω (g) I 山~. (g/cm~ . h ) I '0 ' I ,._ / I --.- '0 / I dt 
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とした。 un表はとのiJll)5と飢の一例て・ある。

斯様K して求めた名l宇さ Hの表ñ'li燕殻:\ili[支と合ノk容との|制係・は第 3- 6 闘の主rr くで、 多少の

散布は菟れないが、 111持々 ヱ1 ~ :J:bJlj丘I'I'~な It削系として出l加iE をり | くととが1:1'，司4る 。 負~ 71量I I'L此等の!阜さ

との閥係、を一括 したが、 との協|から ;j，くの事が言・い得る 。

1) 含水彩の多いli fJ は表岡蒸殻量は多く 、 合7)'(率の低下と共に漸次燕殻し難〈左る 。

2) 平均合7k率 70}o' 以上の場合には板のl字さ に開係1;;.く 蒸渡辺!度は!日告 k 同じで、 出l度 450C ，

l掛係協度 5)%で、 合水率 70%に於ける表商諜殻速度は 13 [gfh .cmつ であった。

表面IT~善後注皮と含水準との関係

第 3 隠1
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• 
3) と の羽d'c合水率の多い聞は蒸殻量が多〈 、 合水率の低下につれて蒸殻量も漸次少くなる

が、 更に或る合水率以下に友ると急:激に蒸殻辿度の減少が悲 しく友って 、 第 7 闘の虫n < (厚さ

llmm の場合は例外であるが) 、 燕殻速度にー租1の鑓位制の存在するのが認められた。 而 も ζ
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の鑓位知以下で仕合水率の低下と共l乞比例的に蒸瑳flが少〈丘 ーに鐙イ立話liの ~I:，示、る合7]\ ~容は板

の厚さの~\:tí.い釈低〈怠っている。 との様に鑓f立製Ilîの生やるのは、 表而より *分が蒸費すると 、

第 7 1日l 各板厚に於げろ表商員長禁法度の経過
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表聞に近い極itlí.い麿だけはその時vn条件に平Wjする合7K率に迄急速に低下し、 とれに失ぐ内部

!督よりの水分移動が、 と の蒸殻量に封し追随し得なくなり 、 特に織維飽和貼以下Kなって急:激

に内部移動が困難にな るためである と考えられる 。 亦此の速に水分診勤の困難と左る貯は板の

!享さに|捌係しないので、 鑓位出11は l易い程高い合7J'(~容に於いて現われるものと想像される。 斯*~K

t;;..現象の生-tるととは疑いないのであるが、 愛位鈷の生歩る合水率 i亡就いては、 今後の貫l敢に

f尖つべきものがある。

4) 平均合水率 40% 以上に於いては厚さ 2 mm の蒸殻速度が 5 及 8rnm のものより小さい

紡果を得たが、 との馳に就いては更に確める必要がるる。

5) 平均合7k率約 30.%'では、 |百]一合水率K於ける友商悲恋辿l立は明らかにt~liい程多くなる結

果を得た。 之は同じ合7J'(~容に於いては、 l享さのjt!J-い料水分傾斜が一大きいft と店、われる。

6) 蒸殻量は合7]\.率の低下と共に比例的に減少し、合7J'(家約 9 %程度l亡於いて何れも蒸殻辿

l支は零にな り 、 平fij!j含水率に到述した。 換干守すれば 450C ， 5つ% に於ける+"'Wfj合*~容は 111骨々 9

%附近であるz}rを示している。

7) 合水率 70-80%から千術合水率 IL:到迷するに要した時1mは第 8 闘の如くで、)享さ 2mrn

を，1;叫ちとして他の l宇.さ (s) iL釘ずる所要時1m (h ) は、

n
v
M
 

、、
1

..
 

,,J 

s
一句

/
，
f
l
t
、
、
、
.

。'n 
一
一

L
H
・

-・ ・ ん .. (12 )



一 -18一一 J休業試験。湯Iìff究報告第42紋

但し f ho =厚さ So の所要時間

1 So =騨Eの!享さ : 2mm
で現わされる。 との指数を Egner は1.7: MoIl及 Kollmann は1. 5 であると しているが

比較的部い、 聴い材では n く 1 であるとさえ看倣されてい る 。 本質験も用いた試験材が荷.い需

に比較的小さい値となったのであろう 。

(B) 水分停導度

質験によって得た各時刻に於ける平均合7ki!:~i U ，γ1.% から 7k5HW噂皮を慨に主l!;ぺた方法で求め

た。 計算例の一つを示せば第 2 去の主n くである 。

l時

第 2 表水分イ'#$母:度計~r.例

貫!験者蹴 NO.9 

最初合7l'<.率的= 70.5%

I'IJ] 合水率 Um- Uo 

t(h) U ", (%) (九)

。 70.5 61.2 

2 59.6 50.3 

5 46.0 36.7 

7 39.1 29.8 

8 36.4 27.1 

9 33.6 24.3 

10 31.1 21.8 

11 29.0 19.7 

12 27.0 17.7 

13 24.7 15.4 

14 23.0 13.7 

15 21.3 12.0 

16 20.0 10.7 

17 18.7 9.4 

18 17.8 8.5 

19 17.0 7.7 

20 16.2 6.9 

21 15.7 6.4 

22 15.0 5.7 

24 5.0 

26 13.6 4.3 

28 12.8 3.5 

30 12.3 3.0 

32 12.0 2.7 

57 0.0 
. _- --~ 

一

( ~ y 

11.90 

29.85 

41. 75 

47.70 

53.65 

59.60 

65.55 

71.50 

77.45 

83.40 

89.35 

95.30 

101.25 

107.20 

113.15 

119.10 

125.05 

131.00 

142.90 

154.80 

166.70 

178.60 

1!J0.50 

328.00 

)事さ s=8.2mm 

ヱl三fq!J合水率 的= 9.3%

. 
U1II- UO 

Ub-Uo 

0.821 

.598 

.486 

.442 

.396 

.356 

.321 

.289 

.251 

.224 

.196 

.175 

.153 

.139 

.126 

.113 

.104 

.093 

.082 

.070 

.057 

.049 

.044 

.000 

K.~ 
(す)2

0.210 

0.246 

0.292 

0.328 

0.375 

0.419 

0.475 

0.520 

0.575 

0.620 

0.678 

0.711 

0.752 

0.798 

0.830 

0.875 

0.930 

0.990 

1.078 

1.14 

1.18 

水分科K導度

-3 

一一
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との例で|切らかな棋に Ii<の官I'i_は一定で‘はなくて、 'I~J~J合ノ'J'\.率 fC)，也じて児る f/l'i_を件たっ併しと

の方法でKを求める場合の必要保111:は、 その水分分自Jlkl，岳がノk分分布を示す jj科式 (9) 1[. よ

って完全に現わされるという~'j(ーで・ある。 然る Iに亡合ノ次)'(i率宇軒iの多い|川!日川i日lの/次K~う分う分ト分4術i欣態は方科利.式 (9)

tに亡上つて王現見dわコされるキ様友な 11併問1背市?封r一y{t

いる』様諜に、一つの式で現わす事は到rl~~lrll C)j~ない。り!こし合水率が少くなっても水分分布が方程式

( 9 )で現わされているか否かは賓|際問題として検!吋する事は符易でないが、式 (9 )で示さ

れる水分分干liの !Ik態は繊維拍手11鮪以 FI亡於いて内部水分が夫両恭設に来く蛾散によってのみ夫

i白iへ移動ずる様な場合には、適合するものと宥倣す事が安JRTであろう。それ放各々平均合水率

2')%以下に於けるKの í/l'i_を求めたのである O との粘*は1fÇ 91而lの !m (、合水卒に!在じて控化し

ているので・合水率 20，%以下に於ける~I'-均 (11'[を以てその水分{!!主将・!主とした。その航は~'Ç3去の~fI

くで、械の!手さが)'Ji.い祝;)\_~Ì'1jJ，(導度はたきい事1[*を件た。(為íHOli;Îil)

第 \)';~J Kと合7J< 'r-\(U Ill -Uυ)% 第lO[i:U Kと f''nの関係

3 
no 
時

-0 
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第 3 3受 水分僻 導度

質問 | 厚 さ | 粉体導度 卜F 均値 [ 理論値
1 2.2mm 1.961.0-d 

2 2.18 2.02 

3 2.15 2.08 2.05>< 10-3 2.05>< 10-3 

4 2.05 2.24 

5 2.07 1.98 

6 5.12 4.19 

7 5.03 4.65 4.49 4.27 

8 5.05 4.63 

9 8.2 6.41 

10 8.2 5.38 
6.05 6.21 

11 8.1 6.54 

12 8.05 5.88 

13 11.2 7.94 

14 11.0 7.43 7.28 8.01 
15 11.1 6.61 

16 11.0 7.15 
一一一一一 一

との厚さとの閲係は、!享 さ 81 にますす る水分fß[.導度を KI ， S2 f[.釘す る ものを K2 とすれば、

四品有的には

I S， 、 n - 2
κ2 = 1(1 )< l -ぶ- ) ・・ (問

但し n 指数、 厚 さと乾燥時間との関係式の指数で、 n= 1.5-1. 0程度

となる。 との怖を式(12) より n = 1. 2 として厚 さ 2mm を基準にすれば、第 3 表の理論fii'Lの

虫n くになる 。 勿論との関係は n の他如何に よ り 兵るが、指数的の閥係は有ーするであろう 。

多~I'L斯綴にして求めた7J，分 IIJよ導度が果して、適首左値であるか否かを検討してみる。 その話 jC

は方程式 ( 9 ) に於いて、 l享 さ S は師知であるか ら、求めたKの値を泊刑すれば、日寺間 t I'L制

服:する合71，率を計算により求める事が/+'，来るので、との計算他と、賢官1I]した合水率とが一致す

るか否かを検討すればよい。

斯厳にして求めた結果の一例は第 4 表及第11-14岡の主n <、合7]'(率 20?{以下に於いては何れ

も 1 .，*>以下の相違で、雨者は極めて一致している。 た ピ厚 さ 0 . 2cm の場合のみ怯、他に較べ

て誤差は大きく、 1.1-1. 9}i) となった。之は水分分布JI.犬態が、 j早い場合と同様の方程式で現

わされないととを示すもので、注目すべき制であるが、 一般的には計算1ffÎ と貫首11]航とはねiめて

合致する ものと言うと と が向来る 。 従来斯かるKの1rfoC ~求めた例は第 5表の如〈極めて僅かの
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百~4 夫

寅験:許披 No.9 !乎:さ S=0.82m11Z

水分f~f導度 Kニ 6.41>< 10 3 

h曳 主主
(%) 

10 28.7 31.1 -2.4 

12 25.4 27.0 1.6 

14 22.5 23.0 -0.5 

16 20.2 20.0 -0.2 

18 18.4 17.8 十0.6

20 16.9 16.2 十0.7

22 15.7 15.0 十0.7

24 14.5 14.3 +0.2 

26 13.6 13.6 0.0 

28 12.8 12.8 0.0 

30 12.3 12.3 0.0 

~~5 表 (!![H:のKの11ti.

E
 

ザ
t
R
1

樹有貰 K 備考

Scherwoodlヤナギ I 0.0338 

Tuttle 

l~搾武雄

:m:井三郎

亀井三郎

モミ 0.029

ス ギ10.025-0.0291板目、心材
_____ l :'lno c.~!U ""υ 

ヒノキ 1 0.01376 10日L白m)
1 fI flfI7~Q 13ucC ， 80/~ ヒノキI 0.00739 I 、

V.VV'UJ  I(隠さ 1.4ï5cm)

数例があるにすぎない。

此等の値の大部分は )'iLfcにる敢1i{Cとしてのみ

示され、外界保干1:等が不lりjであるがとの係数

は同一樹租でも外界保干l'は勿論、!手さによっ

ても処るととを lリj らかにする事が/1\*たので

求めた教がlーを上述の自立と比較検討する引は!材

難であるが、 i漆り j医師のない111[がfリられた様

である。

V. 結 ー嵩

!.:J.J'.iliべた寅験結'*よれ蒸護辿度は合水
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き容の多い間は!手さに無闘係であり、水分{事導度は合7K率 20 % 以下に於いては 一定ほと見倣さ

れ、而も!享さが増せば大きくなる性質の もので、 厚ささえ考慮に入れ L ば、 内部水分移動のy!lù

易を比較出来るととを明らかにした。従ってノj、さな供試片でも厚さを一定にして各種t条件、 各

樹種に劃してKを求めれば水分移動の難易をよ七l践するととが出来るわけである。併 し7J'(分停導

度Kはそのヂメンシヨンの示す様に、蛾散係数と異り、移動した水分長を示すものでは友い

が、乾燥スケジュール等の|問題は若返護量と 内部水分移動量:との!期係か ら |切らかにされるべきも

のと考えられるので、 A とKとの闘係を若し求めるととが11\来れば、 ti'rF，1t__主賓験結果から 内)il\

7K分の移動量まで推定するととが出来、 WiのブJ而のイifF究に寄興する底火きいと I&!，、われる。それ

i吹今後此等の聞係を u円らかにす.べ〈研究をす L める7吉岡である。

VI.摘要

木材乾燥に閲する研究には斡品機構を l閃らかにするととが最も必要である。 乾燥機構は表町

蒸護と内部水分の移動とに分けて考えるととが/:[1，来る 。 前者は翠位面積より翠位時聞に蒸殻し

た水分量て示Jされるが、 後者は一般に単位面積に於いて距離 1 C1叱合水率差 1 5訟の鹿を単位時

|聞に移動した水分量卸ち憤散係数 A で現わすのが;最も油首である。

_.1."... ﾓ'U TT �2u 
1Ji'し水分鎖散の微分方程式百子 =K ;;;;の K(水分偽;導度)も亦蛾散係数と比例的fJ.閥係に

あり、内部水分の移動の難易を示すととが出来るので、先す寸劇官賞験として、表面糸蛮及水分

1i!iC導と板の!享さ との聞に如何なる閲係があるかに就き 、 プナ材 4cm x 7cm; 厚さ 0.2 ， 0. 5, 

û.8 , 1.1ct}'l の供試片で 450C ， 50%の恒温恒淑に於いて質験を試み次の結果を得た。

(A) 表面蒸褒速度

(1) とれは合水率 70%以上の多い聞はtliの j与さに閲係泣く 、 111持々 同じであるが、合水率の

低下、につれ漸次減少し、或る合7J'\.率に於いて、 克に急激に減少して一種の鑓位見li を生やる 。 市

も盤位黙は板の!享さのiilí-い程低い合水率YL ;除いて現われる。

(2 ) 表面蒸殻速度は合水率 30%以下では部い程多く、合ï]\.率の低下につれて減少し、 9 %

に於いては零となった。 とれは 450C ， 50%における21噌J合水率が 9%でるると とを示してい

る。

( :3 ) 合水率 70-803ち から 9 %迄に到j主するに裂するH寺II \J h は l手さ 2 mm ($υ) を基準と

すれば Cho) 火の閥係にあるO
/ c: \1.1日一1.2

h = hol ーニ- }
¥ So I 

(B) 7K分{主導度

(1) 7J'\.分停導度は合7]\.率に踏じて具った債を得たが、 とれはïl\.分分布が方程式 (9 )によ

って現わされる純圏内に於いては一定たるべきものと看倣し、合水率 20%以下に於ける千均1n立

を以てその水分停導度としたD
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その紡県は火の虫n くである Q

)ljf.さ 2mm 5mm 8mm l1mm  

K (x 10-3) 2.05 4.49 6.05 7.28 

(2) とのKを川いて時1 1\11乙封する計算により求められたる千長j合水率の計算似は、賞ìJli11l/l:

と極めてよく一致した。従ってとのKの自([は辿切な航というととがlPr米る。

( 3 ) 水分Ni噂/1tKは蛾IjÍ(係数 A の!(II <移助ノKjÍ'::it をノjミすものではないが、厚さを;引起に入

~u ば水夕刊多助の英KMを比較するととがlPr米る。
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Study 0∞n t出hc me印chani加i

(1) On the relation between the evaporation-velocity, the 

moisture駒conductivity and the thickness of wc>od. 

To inquire the mechanisms of wood drying seems to be the most necessary 

in the study of wood drying. This' mechanisms are distinguished between the 

evaporation from surface and the moisture-movement in wood. The former indiｭ

cates the moisture-guantities evaporated from surface per 1 sq. cm, 1 hour , the 

Iatter express most reasonョbly the diffusion-coefficient À, which is the moistureｭ

quantities moved in wood by 1 cm. at the difference of 1 per cent moisture in 1 

hour. But the moisture ‘ conductivity K , the coefficient of the differential equation 
�u T-" fl1'u 
百一=K37 for the moisturediffusion, is proportional to th diffusion-coeffICierlt 

and is ,too, able to signify the relative difficulty of the moisture-movement in 

wood. This experiments were preliminary took place to find the relation between 

the evaporation velocity from surface , the moisture-conductivity and the thickness 

of wood with the test piece (Fagus Sieboldies) of size; length 7cm. breadth 4cm. , 

thicImess 0.2, '0.5 0.8 and 1.1cm. , in the apparatus keeping at constant temperature 

450C. and relative humidity 50%. The obtained results are as foIlows. 

A) evaporation司velocity from surface. 

1) The evaporation-quantities from , surface were approximately same ind.eｭ

pendent of thickness of wood, in case of higher per centage than 70% moisture 

content, and then were graually decreased as moisture content decrease, 
lnoreover decreased rap�ly at a 句rtain per cent, namely seemed to have a 

inf1ection point. This infIection point may be showed at lower per cent moisture 

content thinner the thickness is. 

2) The ・evaporatio口、 velocity from surface was decreased with the thickness 

and the moisture content below 30% moistl1re content, and become zero at 9%. 

This means that the equilibrium moistl1re content at 450 C, 50}6 is kept at 9%. 

3) The times (h) tool王 to dry from 70~80% to 9J�' moisture content were 

given by the folIowing equation. 

I s ¥1.1-1.2 
h =ふ r -~- I

¥ So J 

where Sυ; 211'111'1 thick (standard) 

B) Moisture-condl1ctivity. 

hu; time took to dry the 2 1'Yl1n 

S ; thiclmess (mrn) 

1) The th巴oreticalIy obtained l11o,isture conductivities were differe11t according I 

to moisture content, but it should be concidered trus conductivities the mean 

value of each moistl1re content below 20% und号r consideration that its value 

sho111d be constant in the range of the moistl1re content; in WhlCh the moisture 

ー
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distribution is showed by the .equation (9). Thu日 obtained moisture conduc. 

tivities are as follows. 

thickness (mm) I 2 
K (x 10勺 I 2.05 

5 
4.49 

8 
6.05 

11 
7.28 

2) The results by the theory, which are caIculated by' the equation (10) , 

agreed fairIy with the experiments as shown in the figure 11-14. 

3) The moisture condllctivity K does not showed itseIf the moisture-quantity 

moved in wood, but could compョred the difficulty or not of moisture movement 

under consideration of the thiclmess. 

• 
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Fig.5. 導管の側朕穿孔共ー(楕闘 !I犬) xﾐ5 
Lateral perforaton of the 

vess~l. (elliplical form) 
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Fig. (). 導1~・の nliIJ以穿孔共二(階段 )1犬) x80 
Lateral perforation of the 

vesseJ. (scalarifor;n) 


